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（Ⅰ－１－①）カーボンニュートラル実現に向けた原⼦⼒の持続的な活⽤

 廃⽌措置に係る新たな⼈材育成への取組について
■研修コース︓
■対象︓⼤学・地⽅⾃治・地元企業・研究機関・電⼒会社・メーカの学⽣・若⼿技術者・廃⽌措置業務関係者
■研修内容
（１）廃⽌措置の⽬的と概要 ⇒国内外の廃⽌措置の実例・特徴を解説
（２）廃⽌措置の基本安全への理解 ⇒廃⽌措置管理に関するIAEAのGSRや⽇本原⼦⼒学会の学会標準の解説
（３）廃⽌措置プロジェクト管理⼿法の習得 ⇒ISO-21500(プロジェクトマネジメント⼿引き)適⽤の実習
■嶺南Eコースト計画に基づく「2023年度公開研修コース」に追設し、当社ＨＰ及びパンフレットにて広く募集
■研修⽇程は、①講義2.5⽇間（7⽉24⽇〜26⽇開催）＋②実習2.5⽇間（9⽉13⽇〜15⽇開催）＝5⽇間
募集の結果、県内外の廃⽌措置関係者から受講申込を受付けて上記⽇程で今年度開催を決定する。

‣講師陣に、国内外の廃⽌措置事情に精通した社内・⼤学および
研究所より講師を招き、廃⽌措置プロジェクト管理の専⾨知識を
わかりやすく講義します。

‣廃⽌措置計画を題材にISO21500(プロジェクトマネジメント国
際標準)によるプロジェクト管理を学ぶことにより、廃⽌措置の⻑
期⼯事における各段階の⼯事内容を把握することができ、結果、
各段階に応じた⾃社要員計画や⼯事規模に応じた経営戦略へ
の⼀助となります。

【2023年度 研修カリキュラム】 【研修の特徴】

資料８
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（Ⅰ－２－①）廃炉・リサイクルビジネスの産業化

1. 福井県内等におけるベンチ
展⽰先の拡⼤

• 関係機関のご理解・ご協⼒のもと、⺠間施設を中⼼にクリアランスベンチを
県内13施設、県外3施設に展⽰中（計24脚）

福井県庁 県⺠ホール（福井市） 福井商⼯会議所 ギャラリー（福井市） 福井南⾼等学校（福井市）

2. イベントにおける展開
• 敦賀原⼦⼒館にクリアランス特設コーナーを新設するとともに、県内イベン
トの当社ブースにてクリアランス制度の紹介、理解活動を展開中。また、
関係機関イベントにてクリアランスベンチを休憩⽤として利活⽤。

出張イベントでの理解活動
測定器

⽇本原⼦⼒研究開発機構
ふげんのクリアランス⾦属

敦賀原⼦⼒館でのクリアランス特設コーナー 関係機関イベントでのベンチ利⽤
（写真︓つるが国際シンポジウム 11/2〜3）

クリアランスにフォーカスした理解活動の推進
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（Ⅰ－２－①）廃炉・リサイクルビジネスの産業化

3. 継続した理解促進
活動への展開

• アンケートでのご意⾒等を踏まえ上で、説明⽤の資料・
ポスターにクリアランス再利⽤のプロセスなどが分かり
やすくなるよう⾒直し・更新

4. メディアへのＰＲ
• 当社施設のマスコミ⾒学会に併せて、報道機関に対して
クリアランス制度をＰＲ

• 3⽉より、県内で敦賀発電所１号機の廃⽌措置とクリア
ランス制度を紹介するテレビＣＭを制作・放送開始 等

更新したベンチ説明ポスター

3⽉より放送を開始したテレビＣＭ（30秒）
以下の番組内で現在放送中
・福井放送「キラリ情熱⼈」
・福井テレビ「⽇本全国 福むすび」
・ケーブルテレビ「Ｅ〜仲間たち︕」報道機関へのクリアランス制度の理解活動

放射線測定体験の様⼦


